
人権教育に関する特色ある実践事例 

 

基準の観点 
学校全体として人権尊重の視点に立った学校づくりが組織的かつ効果

的に進められている実践事例 

 

１．基本情報 

○都道府県名及び市町村名  

福岡県田川郡福智町 

○学校名 

福智町立赤池中学校 

○学校のＵＲＬ 

なし 

 

２．学校紹介 

○学級数 

【通常の学級】全学年各３学級、【特別支援学級】２学級、【合計】１１学級 

○児童生徒数 

【全生徒数】２４６人（平成 23 年４月 10 日現在）  

 （内訳：１年生 79 人、２年生 70 人 ３年生 97 人） 

○学校の教育目標、人権教育に関する目標など 

【学校の教育目標】 

「志をもって意欲的に学び、自律心と思いやりの心をもつ、たくましい生徒の育成」

【人権教育に関する目標】 

「豊かな人間関係を育み、自他の人権を尊重し、ともに学び合う生徒の育成」 

○人権教育にかかる取組の全体概要 

本校は、福岡県教育委員会より「人権尊重の学校づくり推進指定校事業」（平成 21

～23 年度）の指定を受け、「人権が尊重される人間関係づくり」をテーマとして研究

実践を行った。 

具体的には、自分の存在価値を 

実感し、他者の立場を尊重した豊 

かなコミュニケーション能力を育 

成するために、「人間関係づくり」 

を基盤とし「基礎学力の向上」、「 

生活環境の充実」を関連づけた。 

研究実践を効果的に進めるにあ 

たっては、本校の重点課題解決の 

ために組織していた「学力向上」、 

「いじめ・不登校解消」、「人間関 

係づくり」を再編し、「いじめ・不 

登校解消」を「環境整備」と改め、 

全教職員がいずれかに所属する新プロジェクトを立ち上げた。   
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３．特色ある実践事例の内容 

１ 本校の実態から 

本校の生徒は、素直で真面目な面があるが、自分の言動が他者に及ぼす影響につ

いての自己認知能力が十分とは言えず、他者との人間関係づくりを苦手としている

者が多い。そのため、自己防衛を目的とした安易な迎合や小集団の形成によって他

者を排除する等、日常的に安心して過ごしにくい環境ができやすい。こういった状

況は、生徒間のトラブルや欠席等につながったり、学力

向上の阻害要因となったりもする。これらの課題を解決

するためには、学校生活において自分の存在価値を実感

し、他者の立場を尊重した豊かなコミュニケーション能

力を育成し、安心して生活し学ぶことのできる環境を整

備することが必要であると考え、研究主題を「自他の人

権を尊重し、豊かな人間関係を育む学校づくり」と設定

した。 

 

 

２ 人権が尊重される人間関係づくりの取組の実際     

（１）学級を基盤としたピア・サポート、ソーシャルスキルズトレーニング（SST）

平成１９年度まで、本校では１・２年生時にピア・

サポートの活動１（基本トレーニング）を数時間行い、

３年生では活動２（行事等での実践的トレーニング）

を行ってきた。平成２０年度からは、更に効果をあげ

るよう SST も追加し、活動時間数を増やし、年間指導

計画【資料１】を作成し実施している。     

 

（２）３年生のリーダーシップを育成する取組 

１・２年生では各活動を通して人間関係調整能力の育成を図り、３年生ではさ

らに学校のリーダーとしての役割を各取組に位置づける。そして、新学期から行

われる異年齢集団による活動毎に自己評価や下級生からの評価【資料２・３】を

させている。これらの評価活動により、３年生の振り返りがより客観的になり、

相手の立場や考えを考慮したリーダーシップの在り方を考えることができるよう

になった。 

 

（３）全校生徒による縦割り「きょうだい班」活動の実施 

ピア・サポートの活動２にあたる取組を、本校では「きょうだい班」活動とし

て実施してきた。「きょうだい班」は、１年生か

ら３年生までの縦割りで、生活班をベースにした

１５名前後のグループ（３学級あるため計１８班）

である。 

               年毎に活動場面を広げながら、特に体育会、文

化祭においては時間割を調整し継続的に十分な

取組を行い、それぞれの学年に応じた役割を意識

させることで、人間関係づくりの促進を図ってい

る。 

 

 

【中庭花壇と校舎】 

【３年生の SST 活動】 

【「きょうだい班】集会 



＜年間「きょうだい班」活動＞ 

活動名 活動時期 内容 

歓迎遠足 年１回 全校生徒による福智山登山 

体育会 年１回 ブロック及び「きょうだい班」対抗種目の実施 

会食 週１回 「きょうだい班」での給食 

学校花壇づくり 年２回 種まき・苗の定植 

文化祭 ２学期 ブロックによる合唱、暗唱 

掃除 ３学期 「きょうだい班」での掃除 

全校集会 月１回 ピア・サポート活動等 

 

①ピア・サポート、ソーシャルスキルズトレーニング（SST）   

新年度が始まると、「きょうだい班」が編成される。自己紹介から始まり、ピア・

サポート活動、SST へと発展させる。毎月１回の全校集会や各学校行事の前後にも

実施している。この集会により、異年齢であることによる壁を徐々に取り除き、親

しみを感じる人間関係を醸成することができている。  

②歓迎遠足 

「きょうだい班」の最初の活動として本校の東にぞびえる福智山（標高９０１ｍ）

への登山を行い、新入生の歓迎行事としている。

最上級生になったばかりの３年生がリーダーシ

ップを発揮する初めての場面となる。３年生が

下級生に声かけをしたり荷物を持ってやったり

とリーダーとして活動する出発点となり、１・

２年生は３年生に対して頼もしさを感じる最初

の出会いとなる。 

 

 

③体育会 

 ５月に行われる体育会では、学年や男女別種目に加え、「きょうだい班」による

「リレー」と「大縄跳び」、「綱引き」、「ムカデ競走」の３種目を設定する。３

年生が中心となり、練習したり作戦を立てたりと、率先して取り組む姿が見られる。

当日も学年を超えて積極的に応援する姿も見られ、下級生の信頼が更に高まってい

く。    

④花壇づくり        

６月に行われる花壇づくりでは、これまでは少し 

消極的だった３年生からも下級生への指示や、各学 

年が混じって活動する光景が見られるようになる。 

２回目となる秋の花壇づくりでは、３年生一人一人 

が６月の活動の具体的な反省を生かし、リーダーと 

して成長した自分に気付く機会となる。  

⑤文化祭 

１０月の文化祭では、学級毎の合唱や学習発表に 

加え、ブロックによる合唱と暗唱を実施している。 

練習期間中、３年生が練習計画を立て、下級生を指 

導したり共に活動したりする姿が随所に見られるよ 

うになる。これまで一方通行だったコミュニケーシ 

ョンも相互に行われるようになり、「先輩達のよう 

な３年生になりたい」という思いが下級生に芽生え 

【福智山頂上】 

【花苗の定植】 

【ブロック合唱】 



ていく。 

⑥「きょうだい班」給食 

「きょうだい班」の活動は学校行事に止まらず、 

週１回の「きょうだい班」給食で交流を深めている。 

２年生が座席を準備し、３年生がつぎ分けたものを 

１・２年生が配膳し、毎回和やかな雰囲気で一緒に 

食事をとっている。         

 

 

 

 

４．実践事例の実績、実施による効果 

「人間関係づくり」を基盤とした新プロジェクトの相乗効果として次のようなもの 

が挙げられる。 

○  学年が進むにつれての落ち着いた生活【自尊感情の向上】 

○ 生徒間（学級、学年）トラブルの大幅な減少【適切な人間関係の構築】 

○ 学力の向上【低学力克服の傾向、自学自習能力の向上】 

○ 教師の学習指導力の向上【新学習指導要領、人権の視点を踏まえた授業】 

○ 協働指導体制の充実【プロジェクトによる取組】 

○ 学校内外の環境の充実【豊かな心の醸成、人権意識の日常的な啓発】 

 

全国学力・学習状況調査及び県学力実態調査結果の推移
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５．実践事例についての評価 

＜保護者アンケートより＞ 

保護者アンケートからも生徒の変容や学校に対する期待や評価が実感できる。今後

は以下の課題を解決して、「自他の人権を尊重し豊かな人間関係を育む学校づくり」の

実現を目指したい。 

○ 学校生活の基礎となる学級活動の充実【特別活動年間指導計画の見直し】 

○ 家庭・地域との一層の連携【きめ細かな情報の公開、多様な懇談場面の設定】 

○ あいさつを元気にしてくれる生徒が多いことに驚きました。また、上下の学年

の雰囲気がとても温かいと感じました。「きょうだい班」での取組による成果だと

思います。 

○ 各ブロックとも、３年生が中心となって、よく下級生の指導をしていたと思い

ます。素晴らしいと思いました。 

○ 子ども達の主体的な活動の姿や、リーダーとしての３年生の姿など、子どもた

ちの素敵な姿にふれさせていただきました。 

【楽しい会食】 



【資料１ 学級活動で実施する集団づくりの年間計画】 

 

 

 

 

 

【資料２ 集団活動アンケート記入例（１年生）】 

 

 



 

【資料３ 集団活動アンケート記入例（３年生）】 

 

 



 

【 人権教育の指導方法等に関する調査研究会議によるコメント 】 

福智町立赤池中学校 

学校生活の基盤を支える人間関係を人権教育のベースにおくという明確な方針のも

とで，学級活動や学校行事を中心とした多様な取組が意識的に設定されている。「自他

の人権」を尊重する「豊かな人間関係」を学級活動の軸に据え，第１学年から第２学年

にかけてエンカウンター，ソーシャルスキル，ピアサポートなどを継続的に積み重ね，

第３学年になると，給食，遠足，体育会，花壇作り，文化祭などに取り入れた異学年に

よる縦割り活動（きょうだい班）のリーダーの役割を担わせるなど，発達の段階をふま

え年間を通した活動が意識的に準備されている。また，このような年間を通した意識的

な人権教育の取組は，人権感覚の育成を学校生活や社会生活に必須で最優先の資質や能

力とする学校や教師の認識を，子ども，家庭に知らせ，理解を得る上でも重要である。

 

 


